
苫小牧沖で発生したフェリー火災事故の対策として、当社においても消火プランを
策定し、リスクの洗い出しにより、見出された課題への対応等を実施したＰＤＣＡを
回した。
しかしながら、このＰＤＣＡに留まることなく、これらの取り組みをそれぞれ経験

則と捉え、更に発展・継続し、発煙筒を取り入れた検証訓練・防火操練、実態に即し
た机上訓練、消火困難区域となりうるリスクエリアの改善など、ＰＤＣＡを繰り返し
実施した。これにより、木の年輪のように新たな経験則を蓄積、発展させると共に、
このプロセスで派生した装備・設備に関する課題等を”ＮＥＸＴ ＰＬＡＮ”と位置付け、
これについても新たなＰＤＣＡを回し幹・枝葉を育てるイメージで安全活動を行って
いる。

受 賞 者：宮崎カーフェリー株式会社 （宮崎県宮崎市）

取組の名称：止めるなＰＤＣＡ！安全文化の形成に向けた年輪育成プロジェクト！

取組の概要：船内での火災発生時に迅速・適確に対応する為の消火プランを策定し、原案の
作成、訓練の実施、課題の抽出及び検証、問題点の改善等、一連のプロセスに
よるＰＤＣＡを発展・継続して実施し、装備、設備、排煙方法等に至るまで徹底的
に改善を行った。また、消火プランを全乗組員に浸透させるべく、経験に関係なく
確実に初動対応を行えるよう、フローチャートを視覚化する等の工夫を行った。

平成３０年度 船員安全・労働環境取組大賞



ヘルメット（笛付き） ⑤

トランシーバー ⑥

防毒マスク

グランドマスターキー

レスキューアッキス（防火斧）

投げ込み式消火器

総　員　退　船　発　令

通風遮断作業と並行してスプリンクラー噴射開始

総　員　退　船　準　備

三　次　消　火　に　よ　る　鎮　火　困　難

④

退避が適当であると判断を行った後、直ちに船長に状況報告、退避

要請を行う

切迫した危険が押し迫っている場合は船長より指示がなくとも、現

場判断を優先する（但し、船橋連絡の上、人員の把握を厳とする）

火 災 発 生 確 認

機器監視

船長へ報告の上、指示を仰ぐ

火元確認（どこで・何が・どのように…露出有無）

五感確認（視・聴・触・味・嗅覚活用）
自身の安全を確認しつつ状況報告（どこで・何が・どのように）※２

可能であれば、投げ込み式消火器又は消火器による消火を行う

当直航海士は船長の指示のもと、現場を確認している甲板手の応援へ向かう

なお、現場消火班が到着した後、船橋へ戻る

①

航海当直（甲板部）前直者は船橋へ登橋（操舵手として入直）

現場消火班は事務室へ集合（トランシーバー装着）一航士より状況説明

一航士による消火方針決定（後方ステージ設定※４・５）

《初期の段階で二次消火を念頭に準備を行う》

消 火 器 に よ る 消 火 困 難

情 報 の 共 有 化

・応援班は制御室消防装具を
現場ｽﾃｰｼﾞへ搬送後、一航士

の指揮下へ入る
・必要に応じて主機S/B、発電

機、消火ﾎﾟﾝﾌﾟの起動
・機関室への煙流入を避ける

為、ﾒｶﾍﾞﾝの操作
・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの使用禁止手段

・必要に応じて制御室設置の
簡易防火服着用指示

・簡易呼吸具の現場持込

・２名はJG防火服、SCBA等の装着
・２名はYｹﾞｰﾄ、40mmﾎｰｽ等の展張

現場消火班（現場班）

甲　板　長

応援防火班長

応援防火班（応援班）

現場指揮者

甲板員２（船首ｽﾍﾟｱ）

②

③

④

⑤

①

②

後方ステージの選定

三

次

消

火

応援防火作業

①

操　機　手

通風遮断担当（ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ操作等）

二　航　士

確認者である当直甲板手は､初期消火を行いつつ現場消火班にそのまま
組み込むこととする　従って､防火部署発令後、前直甲板手は速やかに船

橋へ登橋のこと

※４　《ステージの設営》

現場ステージの選定

通風遮断作業

機関部指揮班退避確認

退　避　命　令

（現場班・応援班・機関

部指揮班）

・発電機の運転状況をはじめ、

運航に関係する各種機器状況
の把握

※退避後、機関室へは戻れない
ことを念頭に運転状況を把握

する

退船時間の確保

※

⑥

※７　《行方不明者が発生した場合》

通風遮断発令

・装具装着者の確認
・SCBAﾎﾞﾝﾍﾞ開放時間の確認

・火災状況の確認

通　風　遮　断　等　作　業

・二航士は船長の指示のもと、ﾀﾞﾝﾊﾟｰを落とした後、船尾ﾗﾝﾌﾟ閉

鎖、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火に備える

・退避してきた現場班、応援班、機関部指揮班は手動閉鎖箇所を2

人一組で閉鎖を行う

・甲板手（船橋配置）は船首ﾗﾝﾌﾟ閉鎖後、船首通風機を閉鎖する

・手空きの人員は甲板上の冷却放水の準備に取り掛かる

消火作業

消火作業

※２　《確認者初動対応》

一航士及甲板手（１）（２）

機関長へ報告

防　火　部　署　発　令 ※３

甲板長及甲板手（３）甲板員（１）（２）

当直甲板手は初期携行品※１を携え現場を確認

　　《消火作業対応レベル》

二

次

消

火

機関部指揮班は安全な退避
経路を通り、B甲板ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

室前にて現場班、応援班と合

流する
※ｴｽｹｰﾌﾟﾄﾗﾝｸを選択する際

は必ず、船長、一航士へ連絡
すること

機械制御及び後方支援

車輌供給電源カット

二次消火開始（現場班）
・一航士は消火現場の監視を行う

※煙の状況、温度状況に十分注意
する

・装具着用の2名は、ﾎｰｽ展張（他2

名による）が終了次第、先頭者がｱ
ﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾉｽﾞﾙ、後方者がﾎｰｽﾊﾝﾄﾞﾘ

ﾝｸﾞを行い、火元へ放水を行う
・装具着用の2名はSCBA開放の時

間を一航士へ報告する（ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ
使用により全員に周知）

消火作業者の確認

・煙の流入、急激な温度上昇
等、制御室内外の変化に注意

すること
・脱出経路の確保を図った上

で機器監視、船内電源の確保

に努めること
・船橋ほか他部との通信を確

保すること

・一航士は火災の状況・排煙の効果
を船長へ報告

・甲板手は二次消火の準備が出来
るまでの間、継続して消火器によ

る消火

二 次 消 火 に よ る 鎮 火 困 難

二　次　消　火　発　動

一航士による退避判断※６

一航士は、人命優先を第一義に退避判断を船長へ報告すること

退避する際は、後方ｽﾃｰｼﾞにて合流した人員（現場班、応援班）の

確認を行った後に退避行動へ移ること

※退避先はB甲板ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ室前とする

全　乗　組　員　の　人　員　確　認　※７

機関室指揮

    後方支援（応援班）                                                                                                                                                                                                                                                              
・合流した応援防火班は後方ｽﾃｰｼﾞ

へSCBA用予備ﾎﾞﾝﾍﾞの搬入等の
後方支援を行う

・搬入の際には、動線の確保に留意

しつつ行うこと
・一旦退避した消火作業者へのﾎﾞﾝ

ﾍﾞ交換などの補佐を行うこと

車 輌 消 火 フ ロ ー チ ャ ー ト 
機　関　室 船　　橋

機関室へ報告

初

動

対

応

消火器の供給及び二次消火への
準備（装具の移動）

船長及び一航士
へ報告

発火源の断絶と放水消火時

の感電防止の為、車輌供給電
源の機側集合盤（C・D甲板別）

のﾌﾞﾚｰｶｰのｶｯﾄを行う

初

期

消

火

備　　考

※１　《初期携行品》　船橋備え付けリュック

注意点：火元まで接近可能な場合、最初の確認者のみがどのような

状況か観察（火元が露出しているか・発火源は何か・どの程度の規模

か）することができる。しかしながら、有毒ｶﾞｽ（特に一酸化炭素につ

いては無味無臭の致死ｶﾞｽ）の発生の可能性もあるため、自身の安

全確保を最優先としなければならない。

⑤

人員退避・確認後に火災区画を密閉化、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰによる消

火を行いつつ、当該区画上の甲板に対し、冷却放水を行う
総員退船に向けた退船時間の確保に向けた消火活動

※３　《消火体制》

車　　輌　　甲　　板 鎮 火

何をもって誤報と判断するか？（光・音・熱・煙・におい）

正確な情報伝達

①

②

③

パニックの防止

関係先への連絡
・船長は都度状況を会社、関係

機関へ連絡する
・三航士は状況の記録に努める

機関部指揮班配置

機関長

①

②

③

・2つ以上の退避手段を有し、退避判断が下される際、一定時間の安

全が確保される場所

・原則、後方ｽﾃｰｼﾞは現場ｽﾃｰｼﾞへ搬出を行う為のｽﾄｱ機能を有する

ものとする

・状況にもよるが、中央階段室または左舷側階段室を想定とする

※５　《消火方針決定材料》

使用する消火栓

消火ﾎｰｽの展張方法

排煙方法（必要に応じて船首・尾ｻｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ開放）

・火災現場に近く、かつ周囲の状況が確認できる比較的広い場所へ

設置

・退避口に近く、延焼時に於いても退避経路が確立している場所

・すぐに装具の交換が可能となるよう、一時的な予備品を搬入する

③

④

応援防火作業防火班長

⑤

②

現場の状況把握が困難となりうる事象の発生

消火作業

甲板員１（船尾ｽﾍﾟｱ）

機関部指揮班退避

※

③

②

④

甲板手１（当直者）

甲板手２（次直者）

甲板手３（大工長）

船 長 の 指 示 に よ り 三 次 消 火 準 備

① 初　期　消　火

必要に応じて、車輌供給電源のｶｯﾄ、ﾚｽｷｭｰｱｯｷｽ等を使用し

火元の露出化を行うと共に消火器消火により火元発生源

の制御が望めるﾚﾍﾞﾙ

② 二　次　消　火

消火器消火では対応が難しく、防火服・SCBA装着等により、

火元へ近付き、ｽﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾉｽﾞﾙ・ｱﾌﾟﾘｹｰﾀｰﾉｽﾞﾙ等により

行う本格的な消火活動

③ 三　次　消　火

継続した消火器消火

甲板長及甲板手（３）甲板員（１）（２）一航士及甲板手（１）（２）

一機士 機関長補佐

三機士

消火作業

消火作業

二　機　士

操　機　長

一　航　士

排煙手段の実施

排煙効果確認
・排煙に伴う通風機操作及び操
船

船長の許可なく捜索を行わない

一酸化炭素中毒に十分留意して行動する

捜索許可があっても単独行動は絶対に行わない

異常なし

誤作動

火勢縮小

鎮火確認

オーバーホール

連続冷却

サルベージ

連続冷却

火災の拡大状況

現場ｽﾃｰｼﾞ、後方ｽﾃｰｼﾞの設定

現場への進入経路の設定=後方ｽﾃｰｼﾞ設定となる

使用装具の展開効率

※６　《現場指揮者の退避判断材料》

火災車輌から他の車輌へ延焼拡大

消火作業甲板内の温度上昇

消火作業が困難となる煙の拡散（視界確保困難）

2人以上の負傷者の発生

可能であれば消火器噴射

対象車輌の電源カット

④

①

火災警報作動



Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.



安全文化の発展

経験則の蓄積

下の図は年輪状に蓄積された経験則により、安全文化が発展する過程を木の成長で表した図である。今回の取組で
は、ＰＤＣＡの種となりうる事案発生に伴った問題提起から始まり、現状認識への小さく、シンプルなＰＤＣＡからスター
トした。
現状認識では、現有設備を再確認し、乗組員からの提案により、実際の車輌積載時に現状装備を使用した想定訓練を
行った。本訓練により不足しているモノ・コトを見出し、以後の対応へと派生し、複数のＰＤＣＡサイクルが廻りはじめた。

経験則の蓄積

Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.



安全文化の発展

経験則の蓄積

《改善が必要なモノ》 まず装備について乗組員との摺り合わせをヒントに海上災害防止センター横須賀訓練所ご協力のもと、意見交換
を行い、具体的な装備の洗い出しを行った。この装備に纏わるＰＤＣＡについては、対象メーカー各社との交渉（理想は防衛省納品の最
新型）に始まり、その性能については、実態と照らし合わせながら選出した。次に試用納品したもの（単品）を使用した機動性・汎用性など
の検証訓練を乗組員と行い、正式採用→正式発注とした。主な装備については消火属具、防火服の類いであるが、現有装備の有効化に
向けて、員装具のヘルメット・防火手袋なども新たに追加した。（ＰＤＣＡ ＮＥＸＴ）

《改善が必要なコト》 スキルの向上については、陸上管理者の知見開拓から始まり、実
際に訓練センターにて乗組員とともに消火訓練に参加し、基本的な知識とスキルを身に
付けた上で実態を調査した。その上で見出したところは、消火指揮者がプランニング能
力を身に付けると共に、全乗組員に「火災のメカニズム」と「初期消火の重要性」を身に
付ける機会を設けることであった。どの部署の誰であっても、火災発見者は火元の状態
を一番確認できる状況であり、基礎知識を正しく理解することによって、初期消火の対
応、危険性、正しい伝達が可能となる。

Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.

初めまして！宮崎ｶｰﾌｪﾘｰの安全推進の為に生
まれた船内掲示物ではお馴染みセーフティ－
フェアリーのフェリカです！
ここからはボクがナビゲートしていきます！



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先
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皆、重要性はわ
かっているけど、
議論するための
“カタチ”が必要
なんだね！

現場へ無理難題
は押し付けられ
ない。
参考となったの
はこれまで行っ
てきた操練の記
録だったんだ！
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Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.

ﾌﾛｰﾁｬｰﾄは作り手
だけが理解できて
も現場がわからな
ければ、ただの紙
くず。納得がいくま
でﾄｺﾄﾝ話し合って
作ったんだよ！

乗船年数に関わら
ず、ﾍﾞﾃﾗﾝから若手
まで広く危険性をｱ
ﾋﾟｰﾙする必要が
あった。
これにより、初動対
応、初期消火が高
まったんだね！
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排煙ﾌﾟﾗﾝに向
けた検証は乗
組員からｱｲﾃﾞｱ
を募り、発煙筒
を使用するこ
とに決めたん
だ！

排煙の検証
訓練では、
宮崎市消防
局も協力し
てくれたん
だよ！



Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.

消防設備の増
設は乗組員と
の話し合いの
ほか、製作の
鉄工所とも何
度も打ち合わ
せたんだ！



Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.

機関室では出火
の可能性が低い
と言われていた
最中、他国のﾌｪ
ﾘｰで機関室が原
因の火災が発
生！



船長による機関室総員退避及び
ＣＯ２消火準備判断

機関長による人員確認及び退避状況の報告

機関長による退避完了報告→最終確認

船長による水密扉一斉閉鎖命令

及びＤ甲板対象区画ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ放水（2区画）

→三航士操作

備

　

考

当直機関士は一旦制御室よ

り船橋と警報共識(検知アドレ
ス共有認識）

平行して機関部アラームＯＮ
トランシーバーをＯＮとし感度

を確認する

乗船客への不安対策・パニックの防止

退船時間の確保

火勢縮小

上部甲板（Ｄ）

延焼範囲減少

鎮火の可能性

初

　

期

　

消

　

火

二

　

次

　

消

　

火

三

　

次

　

消

　

火

機関室における排煙ｺﾝﾄﾛｰﾙにより船外に排出された排煙
が再び給気に取り込まれ船内へ循環しないか状況監視に

あたる　船長の指示により、状況に応じて船橋で操作でき
る通風機を起動する

水 密 扉 閉 鎖 確 認

初期消火作業 操機手 甲板手 延焼防止作業

大工長

甲板手

甲板手

二　次　消　火　に　よ　る　鎮　火　困　難

総　員　退　船　準　備

総　員　退　船　発　令

船長の指示により三次消火準備（ＣＯ２発動時、発電機等各機器が停止することに留意）

船橋配置における通風遮断

機 関 室 対 応 総 人 員 は Ｂ 甲 板 へ 集 合  →  人 員 確 認

運航管理者への密閉消火連絡

船長は密閉消火にあたり、乗組員の退避・人員確認の報告

の後、水密扉閉鎖を運航管理者へ報告 密閉消火ＣＯ２装置
起動する旨を伝える

当直航海士は状況の記録に努める

通風遮断等作業 三機士はＣＯ2装置起動準備 一航士は総員退船準備指揮

通　風　遮　断　発　令

操機長 甲板長 延焼防止作業

消 火 器 に よ る 消 火 困 難 → 二 次 消 火 へ と 移 行

二　次　消　火　発　動

異常なし

誤作動

三　次　消　火　発　動　（ＣＯ２消火装置起動）

Ｄ甲板火災警報作動を起点として乗船客における総員退船準備及び誘導

三 次 消 火 （ＣＯ２消火装置起動） に よ る 鎮 火 困 難 の 判 断

・船長による退避命令の後、可能であれば各消火班はﾎｰｽは展帳したままとし、放水手段

を開放したまま退避するこ。（延焼拡大の時間稼ぎ）
・二航士を指揮者とした延焼防止班は機関室対応人員が退避する際、手元の放水手段を

開放したまま（ﾎｰｽが暴れないよう措置を施した後）甲板冷却を継続したままとし、Ｅ甲板

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前へ集合、機関室退避の支援を行う
・機関室内発電機区画と主機区画を結ぶ水密扉についてはﾎｰｽ展帳→放水継続の為、完

全には閉鎖しないが、軸室入口及びＥ甲板機関室入り口の水密扉については確実に閉
鎖出来るよう障害物がないか注意のこと

・機関長は制御室を含む機関室で対応にあたっていた総人員の把握と迅速な退避

の可否について速やかに調査を行い、船長へ報告を行う
・退避前の対処として、発電機など、各機器はＣＯ２消火装置投入の際、ｶﾊﾞｰを開放

すると停止することを踏まえて対処する。
・退避後は如何なる理由があろうとも再進入はできない事を十分留意し、退避準備

を行う

現場指揮者による消火班退避及びＣＯ２（固定式炭酸ｶｶﾞｽ消火装置）投入要請機関長による機関室総員退避要請

二次消火にあたる消火作業者及び下記項目の確認を行う

１）装具装着者の確認
２）ﾎﾞﾝﾍﾞ開放時間の現場共通認識

３）火災状況の確認

当直航海士は船位記録及び船長・機関長へ報告

当直航海士は船長へ報告すると共に安全を確保して減速

し高速下限の後、S/Bとし、低速運転とする

機関部における可動機器把握

機関長が機関室へ到着次第、現段階での可動機器の把握
を行う

可動機器の具体例：
・主機（右・左舷機）

・発電機（NO.１／２／３機）
・軸発及びスラスター（船首・尾）

・フィンスタビライザー

安全海域への離脱

運航管理者及び関係部署への連絡

船長は都度状況を会社、関係機関へ連絡する
当直航海士は状況の記録に努める

初期消火作業

主機片舷使用不能主機継続運転可能

火元状況分析（どこで・何が・どのように・どうなる

恐れ・どうすれば（火種カット）
船長指示により可能であれば消火器による延焼

防止を行う

当直機関士は片舷機運転など､極力推進力を失わない

ようコントロールを行うと共にトランシーバーにて出来
る限り情報伝達にに努める　また可能であれば、延焼

を防止するための必要な処置を行う

機関室に向かう際、居住区内の消火器を携帯し機関室へ集合すること

制御室にて機関部集合（現場監視者を除く）

機関部における初期消火体制

初期消火班 原因分析班

現場指揮 一機士

初期消火作業

初期消火作業

操機長

操機手

機関室総指揮 機関長

船は航行中→推進に影響のある火災か・それ以外か

推進に影響のない場合 推進に影響のある場合

排煙ｺﾝﾄﾛｰﾙ担当

平成30年1月3日

機 関 室 消 火 フ ロ ー チ ャ ー ト （ 主 機 室 ）

甲板部消火班準備

火　災　確　認 （自身の安全を確認しながら火元確認）

当直機関士は他の機関士へ
監視或いは初期消火を引継

ぎ、機関長へ火災の状況、事
象に関して説明を行うと共に

制御室にて機関長の補佐を
行う

制御室にて集合後、点呼を行った後、一機士は直ち
に監視又は初期消火作業者のサポートを行う

また、操機長については操機手を伴い、二次消火の
準備を行う　手空きの機関士（二機士或いは三機

士）については排煙コントロールに着手

甲　　板　　部

船　橋　配　置 船橋配置以外の甲板部

三機士

機　関　室 鎮 火

機関室通風操作班

当直機関士の初動対応

総指揮補佐

初

期

消

火

班

原

因

分

析

班

機

関

室

通

風

操

作

班

１）機関部における初期消火班について

は継続して消火器等による消火作業を
行う

２）その間、甲板部消火班は二次消火の
準備を行う（機関室二次消火に際して

はボンベ使用のこと）準備出来次第、初
期消火班と交代する

１）原因分析班は初認対応者である機関士

に状況を聞くと共に、現場指揮者である一
機士より状況を聞き、原因が何であるかを

分析する
２）加えて、供給可燃物（火種をカットする

為の作業を現場指揮者へ指示する

現場指揮者の指示により、機関室内通

風機の操作を行う
但し、現段階で原因が特定され対応策

が確定されている状況であれば、機関
長補佐の三機士が排煙コントロールを

兼任し、二機士が合同消火班へ合流す
る

防　火　部　署　発　令

甲板員

副現場指揮

二次消火作業

二次消火作業

二次消火作業

二次消火作業

二機士

初

動

対

応

甲板部集合、情報共有の後、
各員トランシーバー確認

装具及び属具類を現場へ搬
送、二次消火を想定した準備

に掛かる

可 能 な 限 り 状 況 確 認 （光・音・煙・においなど火災に類する反応はないか）

現場指揮 一機士 一航士

初期消火班 二次消火班

延焼防止指揮

消　火　班　合　流　（　甲　板　部　・　機　関　部　）　/　前　方　・　後　方　ス　テ　ー　ジ　の　設　置

運 航 部 に お け る 機 関 室 消 火 班 体 制

合　同　消　火　班

延焼防止班

二航士

上記対応と共に、推力が得られるうちに出来る限り安全海
域へ航行する。停止後は圧流による座礁防止措置を行う

船外における排煙の確認

消火作業者の確認

・三航士は通風機ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙにて通風遮断発令の後、全通風

機の起動の停止を行う
・当直甲板手は船首通風機扉を閉鎖する

・三機士はＣＯ2装置起動準備として配置につく
・起動装置の外蓋は開放すると各種機器が停止する仕組

みとなっているため、船長の指示があるまでは触らない

なお、起動装置のｶﾊﾞｰを開放することにより、発電機等各
機器が停止するため、それらを十分に留意して準備する

二航士は船長の指示のもと、ﾀﾞﾝﾊﾟｰを落とした後、ｽﾌﾟﾘ
ﾝｸﾗｰ放水準備を行う

その後、退避してきた他の乗組員と共同で手動閉鎖箇

所を2人一組で閉鎖作業を行う

通風遮断作業（手動閉鎖箇所含む）終了後、手空きの人員
を集めｼｭｰﾀｰ・ﾗｲﾌﾗﾌﾄをいつでも投下できるよう準備する

支援艇についても船長より指示があり次第降下できるよ

う準備を行う

延焼防止班（指揮2/O)は二次
消火班の装具搬送を支援す

ると共に、状況に応じて上部
甲板の各舷冷却ﾎｰｽ展帳

（65mm＋Yｹﾞｰﾄ＋40mm✕2＋

ｽﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ✕２）を行う

可能であれば放水を開始

機　関　室　退　避　前　の　各　種　対　応

制御室を含む機関室対応総人員の確認 延焼防止措置

当直航海士は船長補佐

当直甲板手は初期携行品

及び消火器を持って制御

室へ急行

機関室火災における二次消火
１）初期消火班は火元付近であることを示す為、使用した消火器を消火作業付近に置き
速やかに二次消火班と交代する

２）現場指揮者（1/E)は副指揮（C/O）に状況を説明し､完全装備の上（ﾎﾞﾝﾍﾞ着装）適切な
属具（ｱﾌﾟﾘｹｰﾀｰ＋ｽﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝorｱﾌﾟﾘｹｰﾀｰ＋消火器等）を装備し、二次班の進出を行う

３）延焼防火指揮（2/O）は副指揮（C/O）の指示の元、火元上部甲板の各舷冷却作業を行

う（65mm＋Yｹﾞｰﾄ＋40mm✕2＋ｽﾘｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ✕2）この際、ﾎｰｽを結わえるなどして固定で

きる際はＹｹﾞｰﾄを使用し各舷2条とし、噴射面積を増やす

４）一旦退避した初期消火作業者2名は、制御室にてﾀﾝｸﾄｯﾌﾟのﾋﾞﾙｼﾞ排出に係る機器操
作にあたる

延焼防止班について

排煙がコントロールできている場合（火元まで近付くことが可能な状況） 排煙をコントロールできない場合

主機区画の火災における排煙コントロールができている場合のステージングについ

ては、前方ステージを主機区画上段の水密扉より船尾側とする
後方ステージについては発電機区画上段とする

主機区画の火災における視界制限のあるステージングについては、前方ステージを発

電機区画上段の水密扉より船首側とする
また、後方ステージについてはE甲板エレベーター前とする

片舷運転に備え、状況に応じて運転

不自由船の灯火点灯

当直甲板手は船橋に留まり当直業

務継続とする

延焼防止作業甲板手

火 災 警 報 作 動

Miyazaki  Car  Ferry  Co.，Ltd.

通風口・消火栓配置図 通風口・消火栓配置図Ⅱ 機関室関連給排気口配置図

機関室排煙プラン検討図 機関室排煙プラン検討図Ⅱ 機関室消火プラン検討図

今年度取り組み目標として「機関室における消火プラン」を現在策定中である。
本取り組みについては、これまでのＰＤＣＡから派生したものであり9月（社内船内火災対応月間）に実施
予定である機関室消火プランに沿った防火操練に向け、現在検証中である。
尚、前頁で紹介した車輌甲板における消火困難区域対応のスプリンクラー（ウォーターカーテン）について
も通常操練に盛り込み、習熟度を高めていきたい。 ※機関室消火フローチャート作成（案 ↓

機関室での排煙検証は狭い空間内に加
えて、容量の大きな通風機により制御し
やすい。だけど、どこで発生した火災で
も一番重要なのは初期消火。希望的観測、
先入観を優先せず、想定外でも冷静に対
応できる知識・技術が必要なんだね。



今年度の取り組みとして「機関室における消火プラン」を
現在作成中であり、本取り組みはこれまでのＰＤＣＡから派
生したものである。継続させたＰＤＣＡにより、習熟度、知
見性が向上し、これまで見えなかったリスクや危険性の掘り
下げを行うことで、想定外の事案においても対応力を高めら
れる安全文化を形成している。

【具体的な成果】


